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な け れ ぼ なﾉ ら な い. こ
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（3 ） な お 、 本 件 審 査 請 求 の う ち √ 保 護 を 開 始 す る こ と 秀 求 めI石 部 分 に つ い て1 ま 、 行 政 不 服 ’

､　　　¶　　　　　■　　I●　■　XI　　　　　　　　　●　　　　　　I ｀･j･　　　　　　I　　　　　　　.･審 査 法 第40 条 第 ５ 項 は 、審 齋 庁 が 処 分 庁 の 上 級 行 政 庁 で あ る と き は 、 審 査 庁 は 裁 決 で 原 処

｀J分 を 渝 更 で 孝 る ど 定･め て い る と こ ろ 、本 件 審 査 請 求 にIお けlる 魯 査 庁 滋 賣 県 知 事 ぱ 処 分 庠●

聹 市 福 祉 事 務 峅 嫐（り 上 級 行 政 庁 に あ た ら な い ピ と か ら 、当 該 請 求 は 不 適 泱 で あ っ て 却 下 を
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■（4 ） よ っ て4 本 件 審 纛 請 求 の う ち 、 本 件 処 分 の 取 消 し を 求 め る 部 分 に つ い て は 、･ 理 由 が あ
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り、その余の部分は不適法であることから、｡行政不服審査法（昭和37年法律第160号）第

4（）条第１項および第３項の規定に基づき、主文めとおり裁決する。　卜

平成 ２４年 ６月　1 2` 日

審査庁 グ滋賀県知事｡ 嘉･田　由 紀

教 －　　　　 ’･　　゙Ｉ　　　　　　　 ．Ｉ　　　・　　．`　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　 Ｉ●　　　　･ ●-． Ｉ，　；ﾌＦ　 卜 し　 ，≒　　　 ‥
‥
‥

‥ ‥‥　　 ‥ ‥. ：　 Ｉ　・ ． １　ヶ　・　　ノ　 勹　　 ． ・
●　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　・　　． ■　　　 ■･　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｀　　　　　　　　　　 ・　●

こ の 裁 決 に 不 服 が あ る 場 合 は ， こ の 裁 決 が あ っ た こ と を 知 っ た 日 の 翼 日 か ら 起 算 し て3 ‘o 日

以 内 に 厚 生 労 働 大 臣 に 対 し 七 再 審 査 請 求 を す る こ と が で き ま す ． 卜　　　 １　　　
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ま た ， こ め 裁 決 の 取 消 し の 訴 え は ，‘ こ の 裁 決 の 通 知 を 受 け た 日lの 翌 白 か ら 起 算 し て づ ６ 月 以
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